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1.背景及び目的 従来の二次的な自然では多様な生物の生息する豊かな生物相が育まれてき

たが、農業農村整備事業に代表される水田農業の近代化に伴い劣化傾向にある 1)。研究対象種

であるトウキョウダルマガエル（以下本種）は農村生態系における中間的捕食者であり指標生

物となることが多い 2)。しかし、近年では減少傾向にあり 3)、保全策の検討がなされている。

本種に関する知見は成体についてのものが多く 4)5)、幼生、幼体に関する知見は少数である。本

種は複数回の産卵が可能であり高い再生産能力を有するが 5)、再生産時に営農によって受ける

影響は明らかでない。そこで、本研究では水田毎の水管理に着目し本種の再生産への影響を把

握することを目的とした。また、調査で得た結果を総合し本種の保全策の検討を行った。 

2.研究方法 調査は幼生、幼体、成体について行なった。調査地は栃木県河内郡上三川町五分

一の水田水域とした。調査地では水田の取水は地下水から行っており、水路等による移動阻害

が少ない地域となっている。便宜上、調査水田に No,1 から No,8 まで番号をつけた。調査は

2019 年に実施した。幼体、成体についての調査は 5 月下旬から 8 月下旬にかけて週 1 回の頻

度で行ない、幼生については 6月下旬から 7月中旬にかけて 8日間行った。2-1.産卵に適した

水田環境 本研究では繁殖期の鳴声を繁殖行動ととらえ、盛んに鳴声の聞こえる水田を産卵に

適した水田として畦畔センサス調査 4)を行った。測定項目は各水田の鳴声の程度（4段階評価）

とし、同時に環境要因として水田水深、畦畔植被率、畦畔草丈、水温を測定した。2-2.幼生及

び幼体の発生状況 幼体の発生状況を畦畔センサス調査と環境調査により把握した。環境調査

の測定項目は上記と同様である。幼生からの発生状況は幼生の形態により Stage1（前肢後肢

なし）、Stage2（後肢あり）、Stage3（前肢後肢あり）に区分し、これらの発生数と幼体の発生

数の推移により把握した。2-3.幼生からの移動分散 本種の移動分散については、標識再捕獲

法による追跡調査を行った。幼生から追跡調査を行うことで、幼生の生育に適した水田の特定

ができ、調査地内の各水田が個体群に与える寄与の程度を評価することが見込まれる。標識に

は小型の生物にも適用可能という観点からイラストマータグ 6)を使用した。 

3.調査結果及び考察 3-1.産卵に適

した水田環境 各水田での鳴声と環

境要因について一般化線形モデル

（GLM）を用いて解析を行った。解析

は統計ソフト R.ver.3.4.1を使用した。

目的変数は鳴声、応答変数は上記の環
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境要因に各水田面積を加えて解析を行った。

解析の結果、水田水深、水田面積とは有意な

正の関係、畦畔草丈、水田水温の変動係数（標

準偏差/平均）とは有意な負の関係が見られ

た。3-2.幼生及び幼体の発生状況 調査地に

おいて異なる水管理がなされた 3 つの水田

に着目し、水管理と幼体及び幼生（各 Stage）

の個体数密度との関係を比較した。期間の移

行に伴う各成長段階の発生状況を比較する

ことで成長阻害の有無を確認した。3-2-1.水

田 No.3 7 月 5 日に幼体の上陸が確認でき

たものの、7 月 11 日から中干が行われてお

り、その後の幼体の上陸は確認できなかっ

た。幼生については Stage3が幼体に移行し、

Stage1 の幼生の新たな発生が確認できた

が、幼体と同様に中干後は確認できなかった

（Fig.1）。よって、中干は本種の成長を阻害

する可能性が覗えた。3-2-2.水田 No.6 中干

は行われず常時湛水していた。幼体及び幼生

の発生のピークは複数回確認した。調査期間中、Stage1 の幼生が発生し幼体まで成長が移行

する様子が繰り返し確認できた（Fig.1）。よって、中干の延期または、常時湛水している環境

は本種の生育に好適であることが覗えた。3-2-3.水田 No.7 繁殖期の初期に一度落水してお

り、幼体の上陸は 7 月 16 日に確認した。幼生については少数であるが Stage2 の幼生が幼体

まで移行している様子が覗えた。また、7月中旬でも幼生の発生を確認した（Fig.1）。よって、

繁殖期前半の落水は本種の幼生の発生を遅延させるが、その後の水管理次第では本種の成長に

好適な環境を与える可能性が覗えた。3-3.幼生からの移動分散 7月 18日までに各水田で 144

個体の幼生に標識を挿入した。7 月 19 日に調査地全域で幼体の捕獲及び標識の確認を行った

ところ、13個体を捕獲しその内、中干が行われなかった水田 No.6の標識がついた個体を 6個

体確認した。中干や落水が行なわれた No.3、No.7 の標識がついた個体は発見できなかった。 

5.まとめ及び保全策の検討 中干が行われた水田については、中干後は幼生からの成長の推移

及び幼体の発生が確認できなかった。一方で調査期間中、中干が行われなかった水田では幼生

からの成長の推移が確認でき、新たな幼生の発生も確認できた。また、幼生及び幼体の発生の

ピークも複数回確認した。よって、一定期間湛水しているという環境下は幼生には適しており、

本種の生息量を増加させる可能性があることが覗えた。中干の延期や湛水環境の創出は本種の

生活史の中で幼生の期間の保全策になる可能性がある。 
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Fig. 1 水管理と幼生及び幼体の発生状況 
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